

















































































































Table1 Composilion ofex eTimentaldielSI)





1 5 1 5
20 20 20 20 20
Mineralmixl) 3.5 3.5 3.5 3,5 3.5
Vilamin mixH 1 1 1 l l
Cholinebitartrate 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25
Cornoi1 5 5 5 5 5
Cornstarch 65.25 69.25 65.25 69.25 65.25
))Numel.alvallJeSShowed theweightpercentofingredientsin
diets.Ll% andL5% )Indicatethedietscontailing l% and5% of
low molcctJlarweightLeval,reSPeClive]y.Hl% ald H5%










































































































Tablc 3 Effccts of lcvan on length of sm all intcstinc and




Relltive weiさht(g/100g B.W .)
CeCIAm











12.7土0.7 4.83土0.22 0.82土 0.03
l l.1土 0.4 4.59土 0.13 0.89土0.10
14.7土0.7● 4.09土 0.064 1.79土 0.22◆












M ean i SEM (n-6) Thc value with sym bol* is significantly
diffcrcnt (p<0'.05) Com pared with that for the control.
(3)
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コレステロール低下作用におよぼすレバン分子量の効果
山口英昌,林原幸恵,山本由喜子,飯塚 勝
要旨 :レバンの分子量がラットの血清コレステロール濃度に及ぼす影響を検討した｡分子量約1万の低分子量レバン(L-
レバン)を5%混合した飼料(L5%)を与えたラット群では､摂食量や体重増加率に変化は見られなかったが､分子量約200
万の高分子量レバン (H-レバン)を5%含む飼料(H5%)を与えた群ではそれぞれの重量に減少が見られた｡飼料効率は､
L5%およびH5%両群とも､コントロール(5%セルロース)群と比べ差はなかった｡また､体重あたり肝臓重量はH5%群で
有意に低下した｡レバン投与群では､盲腸や盲腸内容物の重量に増大が見られたがL5%とH5%群の間に差がなかった｡
一方L5%群では､血清コレステロール濃度は､コントロール群と比べ有意差は見られなかったが､H5%群では､有意な
低下作用が見られた｡これらの結果から､L5%とH5%群の血清コレステロール濃度の差は､腸内細菌叢による影響の可
能性も否定できないが､レバンの重合度の差によると考えた｡
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